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1 はじめに
本研究は鳥の採食や繁殖といった生態学的に重要な活
動の理解のため，広角映像中に小さく映った鳥の追跡を
目的とする．追跡には，Tracking-by-Detection（TbD）
のアプローチを用い，追跡精度向上のために，追跡処理
を構成する小物体検出と対応付けの 2点の改良に分けて
取り組む．小物体検出について，既存の Slicing Aided

Hyper Inference（SAHI） [1]では，画像を小領域（検
出候補領域）に分割し，各検出候補領域に対して検出
処理を適用する．しかし，画像中で実際に鳥を含む領
域はごく一部であり，多くの領域で無駄な計算が行な
われる．一方，対応付けについては，代表的な手法は
Kalmanフィルタを用いて物体の位置と速度を推定し，
物体検出器からの検出結果と照合して対応付ける．し
かし，位置や速度に基づいているために，巣箱などで
の遮蔽が発生し検出できない事があると，遮蔽から再
び出現する時，対応付けに失敗する弱点がある．

2 提案手法
本研究は検出と対応付けにおける問題点に対して，検
出候補領域の絞り込みによる検出と検出履歴を考慮し
た対応付けを提案することで，鳥の追跡速度と精度の
向上を実現する．検出候補領域の絞込みは，次フレー
ムで追跡対象が存在しそうな位置を予測し，その周辺
を重点的に検出処理することで，効率よく追跡対象を
検出する．検出履歴を考慮した対応付けは，巣箱への
出入りなどの遮蔽を考慮して，追跡対象の最後の検出
結果を検出履歴として保存し，検出対象と追跡対象の
類似度計算に利用する．

3 実験
データセット．本実験では，NUBird2022 [2]というデー
タセットを用い，非線型な移動と遮蔽を含む 2つのシー
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表 1: 評価セットの 2シーンにおけるベースライン手法
（YOLOv5+Kalman Filter）と提案手法の性能比較．

シーン 1 シーン 2

MOTA↑ IDF1↑ FPS↑ MOTA↑ IDF1↑ FPS↑
ベースライン −119.6 20.2 0.2 −64.5 22.3 0.2

提案 24.2 27.0 4.4 71.5 50.2 8.0

ンを選んで評価セットとし，残る画像は検出器の学習
に用いた．
実験結果．表 1により，2つのシーンにおいて 3つの
評価指標共に大幅な向上を確認でき，提案手法の有効
性を確かめた．

4 おわりに
本研究では，小さな鳥の追跡速度と精度を向上させ
るため，検出候補領域の絞り込みによる検出と検出履
歴を考慮した対応付けを提案し，NUBird2022の評価
実験により，提案手法の有効性を確認した．今後の課
題として，提案手法を他モデルへの応用，マルチモー
ダルな追跡を検討している．
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